
『日本生涯教育学会論集・２９』刊行について
○論集刊行の趣旨
Ｉ会員の研究成果の公表の機会を拡大する。
Ⅱ学会において発表された生涯教育ならびに生涯学習に関する研究成果や情報を､会員により多く正
確に伝える。

○『日本生涯教育学会論集・29』刊行規程
２Ｎ7.12.10常任理事会承認

Ｉ原稿掲載について
本論集における原稿種別は､【自由研究論文】､【生涯学習実践情報】のいずｵ1かとし､下記「１.投稿について」
「２.執筆について｣「３.審査について｣､および『日本生涯教育学会論集・２９鯏行内制(以下､内矧に従っ
て掲載する。
１.投稿について
(1)投稿者の資格
１）投稿者は､原則とじて､本学会2Ｎ7年度第28回大会での発表者とする｡なお､原稿種別が【生涯学
習実践情報】の場合はこの限りではな肌

”投稿原稿は､原則として､本学会2007年度第28回大会での発表内容と同一かそｵ吃発展させたも
のとする｡なお､原稿種別が【生涯学習実践情報】の場合はこの限りではなし＄

３)投稿原稿は､鋤の大会での発表以外では未発表のものとする。
４)投稿者は､論文掲載決定後､刊行費用(論集作成費)を支払うこととする。
勘投稿原稿について､同一テーマ･内容のものが『日本生涯教育学会年報第29号』に掲載決定された
場合は､その時点で本論集への投稿資格を失うものとする｡

③投稿申込締切は2008年２月２９日(必着)とする｡投稿希望者は､本委員会宛､郵便･宅配便のいず
れかの方法で､原稿種別､テーマ､執筆者氏名･所属､連絡先(住所･電話番号･ﾌｧｯｸｽ番割を連絡
する。
日本生涯教育学会論集編集委員会
〒350-1398埼玉県狭山市稲荷山2-15-1東京家政大学生涯学習研究室気付

日本生涯教育学会論集編集委員会(白木）
ⅦIMIAXO4-2955-6962(ダイヤルｲﾝ）

②原稿の提出と返却
１）原稿は､2008年４月３０日までに(必着)､本委員会宛､郵便･宅配便のいずれかの方法で提出する
(E-mailやﾌｧｯｸｽによる提出は認めない)。

鋤1)の提出原稿は､オリジナル完成原稿およびそのｺﾋー ３部とする。
鋤原稿の返却は､原則として行わなし％ただし､図表および写真の入った原稿については､申し出があれ
ば返却を行うが､その費用については投稿者の負担とする。

２.執筆について
原稿の執筆については内規に従うが､必要に応じて既刊の『日本生涯教育学会論集』の掲載原稿を参考にす
る。
３.審査について
原稿の審査では､原稿体裁等の確認と査読を行うが､この手順等については内規に従う｡なお､原稿種別が
【生涯学習実践情報】の場合､査読は行わないが原稿体裁等の確認を行う。

Ⅱその他
１.本論集の刊行日は、２㈹8年９月３０日とする。
２.本論集に掲載された原稿の投稿者には､本論集20部を印刷所より送付する(共同発表の場合には､代表者
にまとめて送付する)。
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